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系統樹をもとに、全生物の共通の祖先が超好熱菌なのではないかという仮説が提案されている(1-4)。しかし、

その仮説はいくつかの観点から批判もされている(5-7)。   

我々は、この仮説を実験的に検証する方法を考案した(8). 我々は、ある酵素（イソプロピルリンゴ酸脱水素酵

素）を実験材料として、その系統樹を作製し、系統樹を元に祖先型の生物が持っていたであろう配列を推定した。 

推定した配列を現存する超好熱菌 Sulfolobus tokodaii の酵素の配列と比較した(8)。すると、超好熱菌の酵素は

祖先型の配列と同じ配列をかなり保持していたが、異なった配列もあった。そこで、異なった部分を祖先型の配列

に変化させた遺伝子を作製した。作製した遺伝子から大腸菌中で酵素を作製し、精製した酵素の耐熱性を調べたと

ころ、祖先型の配列は酵素の耐熱性を上昇させる傾向を持っていた。すなわち、実験結果は全生物の祖先超好熱菌

仮説を支持していた。 

他の酵素で行った同様の実験結果もあわせて報告する。 
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